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保護者の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

平素は本校のＰＴＡ活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとう

ございます。 

３年前にＰＴＡ活動の軽減・簡素化を検討し、一昨年度から地区

懇談会、各種委員会を廃止し、代わって学年懇談会をすわチャオで

開催しました。学校は、ＰＴＡ、同窓会、教職員が連携しながら、

本校の魅力づくりをしていくことが重要ですので、引き続きご理解

とご支援をお願いしたいと思います。 

 学校生活が順調にスタートしました。本年度の入学生は男子８９名、女子１１２名と、昨年よ

り１クラス少ない５クラス２０１名でスタートしました。全校では男子が３１１名、女子が３６

５名になります。放課後は運動部や文化部の部活動が盛んで、部活動の加入率もおよそ９５％と

高い加入率で、勉強だけでなく、クラブ活動も笑顔で頑張る姿は本校の特徴だと思います。コロ

ナ禍によりタブレット学習が一気に広がりましたが、同窓会の支援により教室の机に天板拡張君

が設置され、机が広く使えるようになっています。探究学習の取り組みは、正解のない課題を他

者と協働しながら、自分で考え、行動しながら課題を解決するというものです。この経験は、将

来にわたり生徒一人ひとりの礎になっていくものと考えています。 

 校外での活動も重視し、夏休みには諏訪市内の中学校、小学校の学習支援や、上諏訪駅周辺の

空き家の活用など、街づくりを考える生徒たちがいます。これらの経験は、高校卒業後、一旦は

地元を離れても、いずれ地域を支える人材になってくれるきっかけになります。また昨年度から、

１，２年生の希望者に対して、語学研修（TGG研修：東京グローバルゲートウェイ研修）をはじめ

ました。3日間英語漬けの研修になりますが、参加した生徒は一応に「参加してよかった」という

感想を述べています。県の翼プロジェクト（海外派遣）に応募する生徒もいて、高校時代から海

外に目を向け、実際に活動する生徒が多いのも本校の特徴だと思います。 

学校の教育目標である「自主・努力・感謝」のもと、「校則がない」「個性や自己主張の尊重」と

いう伝統的な精神に誇りをもち、様々な活動を通して日々努力をし、各自の夢や目標の実現をめ

ざしています。そして毎日の教育活動を支えるアカデミックな環境も本校の特徴だと思います。

校内のいたるところに展示してある絵画や書。図書館には、同窓生の藤原ていさん、平林たい子

さんや本校で教鞭をとった大村はまさんのコーナーがあり、蔵書の数や全集の多さを含め、これ

らが多様な生徒たちを温かく包んでくれています。そして大根坂も二葉を象徴するものであり、

これからも生徒一人ひとりの誇り、矜持になっていくものだと思います。 

 

『米百俵の精神』を御存じでしょうか。『明治初期、厳しい窮乏の中にあった長岡藩に、救援の

ための米百俵が届けられました。米百俵は、当座をしのぐために使ったのでは数日でなくなって

しまいます。しかし、当時の指導者は、百俵を将来の千俵、万俵として活かすため、明日の人づ

くりのための学校設立資金に使いました。その結果、設立された国漢学校は、後に多くの人材を

育て上げることとなったのです。』というものです。教育は未来への投資です。50年後、100年後

の人材をどう育てていくのかという視点と、今を生きる高校生が何事にも笑顔で困難に立ち向か

えるようにサポートすることが重要です。そのような若者の背中をそっと押してあげる学校であ

りたいと思っています。 

 

結びに、１１８年目を迎える二葉高校。未来を担う若者が夢をもち、夢を実現していく。時代

と共に環境が変化していきますが、二葉高校がますます発展していきますよう力を尽くしていき

たいと思います。今後もＰＴＡの皆様のご支援を賜りますようお願いいたします。 


